
 
 

  

当講座では，痛みを感じるメカニズムやその治療法の解明を目指した研究と，痛みの治療

を臨床につなげるための研究を行っています．基礎的な研究は本学の基礎医学講座と共同

して行っており，海外留学先となる海外の大学との共同研究も行っています． 

麻酔領域では麻酔中の心電図変化に関する臨床研究を行っています．この研究は，手術

中の生命にかかわる不整脈の発生を早期発見することが目的です． 

また，講演会なども積極的に実施しており，学会時には市民公開講座なども開催しておりま

す．その他に，医療者向けには厚生労働省慢性疼痛診療システム普及・人材養成モデル事

業の関東甲信越ブロック支部として研修会を行っており，日本の痛み治療に関する一翼を担

えるように活動しています． 

 
 

  

当講座が実施している麻酔中の心電図変化に関する臨床研究は，日本のみならず国際的

にも評価されています．上述のように，この研究は手術中の生命にかかわる不整脈の発生を

早期発見することが目的であり，このような研究は日本において実施している施設は数か所し

かありません．痛みの研究に関しても，痛みの伝導経路に関する免疫組織学的研究は国際

的にも評価されています． 

その他に，周術期アナフィラキシーの疫学的調査と全国診断支援システム構築，難治性疼

痛及び慢性疼痛に対する学際的治療の多面的評価，医療用麻薬の乱用リスク要因の分析と

適正使用促進のための研究，慢性の痛み診療・教育の基盤となるシステム構築に関する研究，

帯状疱疹罹患後の痒みと QOL に関する調査，慢性疼痛診療体制構築モデル事業など，日

本における横断的な研究にも主導や参画をしています． 
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